
当社は極低湿度環境下での電池試作
を実現するためドライルームを設置し、
試作設備をドライルーム内に集約しま
した。さらに、アルゴングローブボッ
クス、カールフィッシャー法水分量計
及び粘度計（レオメーター）を追加導入
し、塗工液（スラリー）調整のための攪
拌から、電極塗工、プレスによる電極
密度調整、電池組み、電解液注液・含
浸までの一貫試作工程をすべてドライ
ルーム内で行える体制に整えました。
極低湿度環境下での電池試作

リチウムイオン二次電池や電気二重
層キャパシタに使用される電極や電解
液中の水分量は数ppm程度まで低減さ
れていますが、短時間の大気暴露で 
大幅に増加してしまいます。従って、

水分量の低減とその保持が試作セルの
品質に大きな影響を及ぼします。当社
ではドライルーム内に水分量計を常備
することにより、試作電極やセパレー
タ中の水分量を定期的に測定し、これ
ら部材の乾燥状態の管理を可能としま
した。また、電解液中の水分量を電池
への注液直前に測定することにより、
試作電池の品質低下を抑えることが可
能となりました。さらに注液室にアル
ゴングローブボックスを設置し、極低
湿度でかつ不活性ガス雰囲気下での作
業も可能としております。
極低湿度環境のご活用について

当社ドライルームは、一貫工程によ
る電池試作の他、塗工やプレス等の
個別処理にもご活用可能です。また、 

電池の不具合・劣化原因調査のために
必要な電池解体作業の他、極低湿度下
で不活性ガス雰囲気が必要な試料調整
や分析作業にもご活用が可能です。当
社ドライルームには60m2以上のスペー
スがありますので、外部から測定機器
類を持込んでの試験にも対応いたしま
す。是非、ご活用下さい。

お問合せ先 ： 

ソリューション本部（千葉） 電池・材料解析評価センター

安江 良彦　y-yasue@jfe-tec.co.jp

極低湿度空間に電池試作設備を集約、さらなる拡充を展開
電池・キャパシタ試作評価や電池材料の解析評価に当社ドライルームの活用を
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写真1 連続塗工機

写真2 電解液注液室

写真4 水分量計写真3 アルゴングローブボックス
（電解液注液室内に設置）

注液室（隔離）

グローブボックス

注液ブース

超音波溶接機

真空乾燥機

ラミネート装置

水分計・粘度計

ロールプレス

連続塗工機（3480×1210）

非常口
前室

（ドライルーム用ウェア装着）

作業台

化学天秤

攪拌機

熱風乾燥機

卓上塗工スペース

塗工液調整スペース
（囲い：カーテン、排気ダクト）

ドライルームサイズ
6.4m×9.5m×2.4mH



2

多軸載荷試験
～多方向同時荷重をオーダーメイドで再現～

ソリューション本部（川崎）　構造性能部

髙野 公寿
k-takano@jfe-tec.co.jp

はじめに

構造物の部材には、配置された位置
や加わる外力の状況により、圧縮力や
引張り力、せん断力、曲げモーメント、
さらにはねじり力といろいろな力がい
ろいろな箇所に同時に加わります。構
造部材の安全性の確認には、それらの
多軸荷重状態を反映した試験が必要で
す。ここでは、多軸荷重条件を反映し
た載荷試験の事例として、テストベッ
ドで行った鋼製ラーメン橋脚の耐震性
能確認試験、汎用構造物試験機を使用
した柱梁接合部柱軸力下曲げ試験を紹
介します。
鋼製ラーメン橋脚の耐震性能確認試験

図1に示すように実物大の鋼製ラーメ
ン橋脚モデルを製作しテストベッド上に
寝かせた状態で、地震時に想定される
鉛直力および水平力を２台のアクチュ
エータにより載荷し、鋼製ラーメン橋脚

の地震時の挙動の把握と安全性を確認
しました。 
柱梁接合部柱軸力下曲げ試験

図2に示すように鉄骨造ビルディング
の柱梁接合部を取り出し汎用構造物試
験機の中に配置
し、３台の油圧
ジャッキを用い
て、柱に軸力を、
梁の２か所に梁
せ ん 断 力 を 加
え、地震時に柱
梁接合部に生じ
る荷重状態を再
現した多軸載荷
試 験 を 実 施し、
柱梁接合部の地
震時の挙動を把
握しました。

以上の２例に
代表されるよう
に、 当 社 で は、
テストベッドや
汎用構造物試験

機とアクチュエータや油圧ジャッキを
組み合わせ、オーダーメイドな多軸載
荷を行う試験を数多く実施しておりノ
ウハウを蓄積しています。是非お気軽
にご相談ください。

Structural Test Under Various Loading Patterns

織布・布製品の
　　　高速引張試験

ソリューション本部（千葉）　材料評価部
　三浦 和哉

ka-miura@jfe-tec.co.jp

当社は、金属、樹脂といった種々の
材料についての高速引張試験を多数受
託しており、所定の形状の試験片を用
いたホプキンソンプレッシャーバーある
いは検力ブロック試験機の場合は、ひず
み速度10-3 ～ 103/s、温度-196 ～ 400℃
の範囲で試験することが可能です。

一方、定型の試験片を用いた評価で
はなく、実形状品を用いて試験を行いた
いというご要望に対しては、種々の工夫
を凝らして対応させて頂いております。
実形状品の場合は、対象サンプル形状
に対する自由度が高い、油圧サーボ式
の高速引張試験機を用いて試験を行い
ます。しかしながら、この試験機の場合
は引張速度が増加すると、試験機の内
部で応力波が反射して応力振動が発生
するために、正確なデータが得られない
という問題がありました。

そこで、応力振動を緩衝することが
できるロードセルを開発し、油圧サーボ
式高速引張試験機と組み合わせること
により、応力振動を抑えて引張速度約
10000mm/sまでの試験を行うことが可能
になりました。

図1は布製エアバッグのシーム部を
5600mm/sで試験した結果で、応力振
動の無い良好な曲線が得られています。
図2には試験破断後のサンプルの状態を
示します。推定した通り、シーム部と布
の境界で破断が生じています。

エアバッグ以外にもシートベルト、パ

ラシュート、布製のスポーツ用品、ある
いは避難用シューターといった作動時に
衝撃的な張力が加わる可能性のある布
製品の強度を評価することができます。

また、布製品以外にも上下水道間継
手・ガス導管継手の耐震性評価、建築構
造物の破壊強度測定などに応用するこ
とも可能です。ご要望に応じて変形・破
壊の瞬間を超高速度カメラで撮影した
り赤外線カメラにより試験中の試験片
の温度変化を測定したりすることも可
能です。

是非お気軽にご相談ください。

High Speed Tensile Test of Fabric Products

 

 

図2 柱梁接合部の柱軸力下曲げ試験

図1 鋼製ラーメン橋脚の耐震性能確認試験

図2 高速引張試験後のエアバッグシーム部図1 エアバッグシーム部の高速引張試験結果
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Numerical Analytical Technology of Electromagnetic Field

電磁場分野の
　　数値解析技術 

ソリューション本部(川崎)　CAEセンター

川西 昭
a-kawanishi@jfe-tec.co.jp

あらゆる産業のものづくりにおいて、
今やCAEは必要不可欠なツールとなっ
ています。

その応用範囲も多岐にわたり、もの
づくりの低コスト化、開発期間の短縮
などに大いに役立っています。当社は、
CAEを通してお客様におけるものづくり
の一助を担っています。本稿では、そ
の一例として当社で実施した電磁場解
析の事例をご紹介いたします。
モータ駆動時の過渡応答特性解析

図1はIPM（Interior Permanent Magnet）
モータのロータに使用する磁石に注目
し、モータ駆動時の過渡応答特性を解
析した事例です。開発中の磁石をIPM
モータに適用した場合、どの程度のトル
クが生じるのかを磁場解析により算出い
たしました。（図1-(b)）
トランスにおける磁歪振動解析

図2はトランスの磁歪振動解析を実

施した事例です。磁場解析と構造解析
を組み合わせ、トランスが磁歪振動し
たときの変形モードの解析、磁歪振動
したときに発生する音場の解析を行い
ました。

これら事例以外にも、誘導加熱解析
や磁気シールドなどさまざまな電磁場

解析に取り組み、多くのノウハウを蓄
積しております。

また当社では、材料特性の試験もお
こなっており、材料試験と電磁界解析
の双方からのアプローチでお客様のご
要望にお応えすることができます。お
気軽にご相談ください。

磁気特性の評価技術(2)
〜軟磁性および硬磁性材料の磁気特性評価〜

ソリューション本部（西日本）　物性評価部

中田 崇寛
t-nakada@jfe-tec.co.jp

はじめに

自動車や家電製品の高性能化あるい
は省エネ化を目的として、それらに使
用されているモータの高出力・高効率
化、小型化さらには希少金属の含有量
を削減する省資源化の技術開発が活発
化しています。この技術開発に伴い、
モータを構成する磁性材料の評価項
目・領域は拡大しており、その様な試
験ニーズに対応するため新しい装置を
導入しました。
新規導入した磁気特性評価装置の特長

①直流・交流磁気特性評価装置（写真 1）
電磁鋼板に代表される軟磁性材料

から硬磁性材料の永久磁石までの磁気
特性を評価することが可能です。直流
磁化試験では特殊な高磁場試験枠（写

真2）により、最大印加磁場が従来の10 
kA/mから80 kA/mまで拡大しました。

交流磁化試験では、交流周波数の測定
範囲を従来の最大20 kHzから200 kHz
に拡大し、さらにパルス変調や任意波
形での交流励磁を可能としました。電
磁石型磁化器（写真3）では、希土類磁
石をはじめとする各種硬磁性材料の磁
気特性を評価することが可能です。
②高周波磁気特性評価装置

高周波域での特性評価を行うフェラ
イトコアやアモルファスコアの交流磁
気測定に対応します。最大1.0 MHzま
での交流磁気特性を評価することが可
能です。

当社の磁気特性評価技術により、軟
磁性材料から硬磁性材料にいたるまで
幅広い磁気特性評価のご要望にお応
えします。さらに、モータやトランス
などの実部品についての評価や使用材
料のグレード推定についても対応しま
す。また、磁気測定に加え、磁気特性
に影響を及ぼす化学成分、ミクロ組織、
結晶方位解析などを含めた総合的な磁
性材料評価が可能ですので、是非お気
軽にご相談下さい。

Magnetic properties measurement of soft and hard magnetic materials

 

 

図2 磁歪解析例（左：磁歪変形図 右：音圧分布図）

図1(a) IPMモータ内の磁束密度分布解析例 図1(b) IPMモータ内のトルク表示

写真1 直流・交流磁気特性評価装置

写真2 高磁場試験枠

写真3 電磁石型磁化器
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Moisture Gauge with NIR Imaging Spectrometer

近赤外イメージング分光器
応用測定装置（2）
〜近赤外分光式水分計〜

計測技術本部 光波センシング部

山口 壮二朗
so-yamaguchi@jfe-tec.co.jp

食品、医療品や衛生用品などを製造
する際の品質管理項目として、水分量
は重要です。水分の測定方法には、乾
燥重量法、化学測定法、電気抵抗法、
近赤外法などがあります。これらの中
で近赤外法は、非破壊・非接触でのイ
ンライン検査や二次元画像化に有効な
手法です。水分には近赤外波長領域に
特定の吸収帯があるため、分光情報を
用いた水分量測定が可能です。当社は、
イメージング分光器「ImSpector®」を使
用した二次元水分計を開発、実用化し
ています。

本装置では、測定対象に照射した近
赤外光の反射光または透過光をイメー
ジング分光器により二次元分光解析す
ることにより、測定対象の水分量を計
測できます。同時多点分光式であるた
め、3波長式などの近赤外水分計より
も検出精度が高く、水分量の分布を高

い空間分解能で測定することが可能で
す。さらに高速データ処理を活かして
製造プロセスでの全数インライン計測
にも対応できます。具体的には、水分
量既知のサンプルを複数回測定し、分
光スペクトルを取得した後に多変量解
析を行い、水分量と分光情報との関係
を把握することにより定量評価が可能
になります。図1は小麦粉の水分量定
量評価の事例であり、従来法による測
定結果と良い相関が得られています。

また、水分量の分布を二次元的に画像
化することも可能です（図2）。

水分量を高速で二次元定量評価がで
きる当社の装置は、様々な製品の原料
または製品のインライン水分管理を実
現します。お客様のご要望に応じた最
適なシステムを設計、提供し、製造プ
ロセスにおける生産効率・品質管理向
上に貢献いたします。ご興味のある方
は是非お気軽にご相談ください。

 図1 小麦粉の水分量測定結果（乾燥重量法との比較）

(b) 食品の乾燥度 (a) 不織布の保湿度

図2 水分量の二次元測定事例（擬似カラー表示）
(a)、(b)共に画面内サンプルの左から右へ水分量が減少


